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3 月 5 日  

も
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
参

加
者
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。
挨
拶
の
中
で
「
改

め
て
安
全
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、『
仕
事
総
点
検
』

『
安
全
総
点
検
』
運
動
の
強
化
」
が
訴
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
山
根
法
対
部
長
（
東
日
本
）、
小
野
副

議
長
（
闘
争
団
全
国
連
絡
会
議
）
の
両
氏
よ
り
来
賓

挨
拶
を
受
け
、
こ
こ
で
昨
年
の
昇
進
差
別
事
件
和
解

の
当
該
三
分
会
（
新
宿
駅
・
新
橋
駅
・
大
井
町
駅
）

よ
り
、
和
解
金
の
一
部
を
組
合
員
か
ら
募
っ
た
カ
ン

責
任
を
取
っ
て
新
潟
地
本
執
行
体
制
に
立
候
補
し
な

か
っ
た
の
に
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連

運
動
を
担
う
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
」
だ
そ
う
だ
。

見
解
に
は
「
こ
の
『
Ｊ
Ｒ
総
連
北
陸
地
域
協
議
会
第

一
三
回
定
期
委
員
会
』
開
催
断
念
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労

や
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
か
ら
も
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
対
し
て
厳

し
い
指
摘
が
さ
れ
た
」
と
書
か
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど

混
迷
を
深
め
て
い
る
。

要
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
の
気
に
入
ら
な
い
人
間

を
役
員
に
は
つ
け
た
く
な
い
か
ら
、
定
期
委
員
会
の

開
催
を
断
念
す
る
と
い
う
、
唯
我
独
尊
の
体
質
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

更
に
一
一
月
一
七
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
連
絡
八
七

号
で
「『
Ｊ
Ｒ
九
州
ユ
ニ
オ
ン
へ
の
制
裁
申
し
立
て
』

の
決
定
に
つ
い
て
」
を
発
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
ユ
ニ
オ
ン

を
定
期
委
員
会
に
制
裁
申
し
立
て
を
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州

ユ
ニ
オ
ン
小
椿
委
員
長
は
Ｊ
Ｒ
総
連
執
行
委
員
会
へ

の
出
席
に
は
及
ば
な
い
こ
と
を
通
知
し
た
。
理
由
は

「
Ｊ
Ｒ
総
連
元
執
行
委
員
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
九
州
ユ
ニ

オ
ン
大
分
地
本
執
行
委
員
の
縫
君
（
〇
二
年
八
月
二

五
日
に
行
わ
れ
た
「
新
潟
か
ら
の
広
域
異
動
者
東
京

集
会
」
出
席
を
理
由
に
し
た
Ｊ
Ｒ
総
連
新
妻
執
行
委

員
の
執
行
権
停
止
に
反
対
し
大
分
に
帰
さ
れ
た
）
が

Ｊ
Ｒ
東
労
組
新
潟
地
本
の
役
員
と
大
阪
で
会
合
を
持

っ
た
（
一
・
三
一
会
合
と
い
う
）
事
や
、
Ｊ
Ｒ
九
州

ユ
ニ
オ
ン
大
分
地
本
組
合
員
と
Ｊ
Ｒ
西
労
近
畿
地
本

組
合
員
と
の
交
流
会
（
六
・
六
〜
七
交
流
会
と
い
う
）

の
際
に
、
Ｊ
Ｒ
西
労
の
委
員
長
・
書
記
長
や
組
織
部

長
は
ス
パ
イ
と
発
言
し
た
」
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
に

つ
い
て
Ｊ
Ｒ
総
連
執
行
委
員
会
か
ら
求
め
ら
れ
た

「『
Ｊ
Ｒ
九
州
ユ
ニ
オ
ン
の
見
解
と
態
度
表
明
』
は
Ｊ

Ｒ
総
連
執
行
委
員
会
の
見
解
と
か
け
離
れ
た
も
の
だ

っ
た
」
た
め
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、『
個
人
崇
拝
的
・
官
僚
的
・
全
体
主

義
的
労
働
組
合
』
運
営
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
組
合
員
不
在
の

混
迷
の
度
合
い
を
益
々
深
め
て
い
る
事
は
間
違
い
な

い
。
こ
ん
な
組
合
と
は
早
急
に
縁
を
切
り
、
国
鉄
労

働
組
合
に
結
集
し
よ
う
。

パ
が
小
野
副
議
長
に
手
渡
さ
れ
、
配
属
・
昇
進
事
件

和
解
の
勢
い
と
同
時
に
採
用
差
別
事
件
の
解
決
に
向

け
、
全
体
で
取
り
組
み
の
強
化
を
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
あ
っ
た
。

討
論
は
竹
内
（
大

宮
）、
堀
・
上
倉
・
本

間
（
新
橋
）
、
岡
本

（
大
宮
工
場
）
、
八

郷
・
西
尾
（
上
野
）、

倉
田
（
国
府
津
）、
岡

野
・
渡
辺
（
八
王
子
）

の
一
一
名
の
委
員
が

活
発
に
発
言
。
組

織
・
業
務
部
に
関
す

る
答
弁
の
後
、
笹
原

書
記
長
よ
り
①
安
全

問
題
に
対
す
る
取
り

え
て
の
、
数

倍
う
れ
し
い

会

と

な

っ

た
。約

八
年
ぶ

り
に
国
労
へ

の
復
帰
を
決

意
し
た
飯
島

さ

ん

は

、

「
苦
労
は
あ

っ
て
も
、
皆

さ
ん
と
仲
良

く
働
き
た
い

し
、
そ
う
い
う
職
場
が
い
い
」
と
、
決
意
を
語
っ

て
く
れ
た
。

分
会
は
、
出
向
者
を
含
め
て
も
二
〇
名
未
満
の

組
織
だ
が
、
こ
れ
を
機
に
一
層
団
結
を
固
め
て
い

く
決
意
を
新
た
に
、「
分
会
旗
開
き
兼
歓
迎
会
」
を

開
く
こ
と
が
で
き
た
。

（
宇
都
宮
新
幹
線
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

分
会
分
会
長
・
君
島
清
光
）

二
月
一
八
日
、
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
第
九
五
回
地

方
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

濱
中
副
委
員
長
の
司
会
・
開
会
挨
拶
・
委
員
会
成

立
宣
言
か
ら
、
議
長
団
に
小
宮
山
（
八
王
子
）、
野

口
（
上
野
）
の
両
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。
阿
部
執
行

委
員
長
挨
拶
で
は
そ
の
冒
頭
、
昨
年
十
二
月
に
発
生

し
た
羽
越
本
線
脱
線
転
覆
事
故
、
今
年
一
月
の
伯
備

線
に
お
け
る
線
路
保
守
作
業
中
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
社
員

の
触
者
死
亡
事
故
の
二
件
の
重
大
事
故
で
、
不
幸
に

組
み
、
②
反
戦
平
和
の
闘
い
、
③
効
率
化
施
策
に
お

け
る
諸
問
題
で
の
取
り
組
み
、
④
採
用
差
別
問
題
、

⑤
組
織
の
強
化
・
拡
大
の
五
点
に
つ
い
て
の
集
約
を

全
体
で
承
認
、
坂
本
青
年
部
長
の
委
員
会
宣
言
（
案
）

提
起
を
満
場
の
拍
手
で
確
認
し
、
当
面
す
る
諸
闘
争

に
全
力
を
挙
げ
る
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

そ
の
①
で
は
、
昨
年
暮
れ
の
Ｊ
Ｒ
総
連
・

Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
家
宅
捜
索
や
そ
の
後
の

声
明
、
更
に
九
月
二
〇
日
以
降
の
粛
清
の

嵐
を
お
知
ら
せ
し
た
。

今
回
も
、
引
き
続
き
「
粛
清
の
嵐
」
を

お
送
り
す
る
。

Ｊ
Ｒ
総
連
は
北
陸
地
域
協
議
会
役
員
選
出
を
め
ぐ

っ
て
、
昨
年
一
一
月
一
〇
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら

「『
Ｊ
Ｒ
総
連
北
陸
地
域
協
議
会
第
一
三
回
定
期
委
員

会
』
開
催
の
断
念
に
つ
い
て
の
経
過
と
見
解
」
が
出

た
。曰

く
「
Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
新
潟
地

本
選
出
の
斉
藤
・
石
田
両
氏
が
第
一
二
回
定
期
委
員

会
で
議
長
・
副
議
長
に
再
任
さ
れ
た
た
め
、
辞
任
を

求
め
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
八
名
の
本
部
中
執
の
辞

任
を
め
ぐ
っ
て
発
生
し
た
組
織
混
乱
と
組
織
指
導
の

二
月
二
一
日
、
上
野
支
部
・
東
京
信
号
技
術
セ
ン

タ
ー
分
会
で
国
労
に
加
入
し
た
彦
田
貴
弘
さ
ん
（
二

四
歳
）
の
歓
迎
会
が
行
わ
れ
た
。

東
日
本
本
部
・
東
京
地
本
・
上
野
支
部
・
地
区

協
・
分
会
・
青
対
部
・
青
年
部
の
仲
間
四
〇
人
の
参

加
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

副
分
会

長
・
西
野

さ
ん
の
あ

い
さ
つ
に

は
じ
ま
り
、

彦
田
さ
ん

本
人
か
ら

「
平
成
一
四

年
に
入
社

し
ま
だ
四

年
目
で
す

が
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

彦
田
さ
ん
は
二
一
日
付
の
加
入
に
こ
だ
わ
っ
た
理

由
を
、「
山
貨
事
故
で
五
人
の
犠
牲
者
が
出
た
日
に
、

労
働
者
の
安
全
を
ま
も
る
国
労
に
加
入
し
た
か
っ

こ
と
が
で
き
た
の
は
国
労
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
苦

し
い
と
き
励
ま
し
て
く
れ
た
の
も
国
労
だ
。
恩
返
し
の

た
め
に
も
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
話
し
、
彦
田
さ
ん
の
掛
け
声
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

を
三
唱
。
全
体
で
本
人
の
決
意
を
確
認
し
あ
っ
た
。

た
」
と
思
い
を
報
告
し
た
。
ま
た
「
い
ま
ま
で
職
場

で
仕
事
の
こ
と
や
悩
み
な
ど
を
東
労
組
の
人
に
話
し

て
き
た
が
、『
あ
き
ら
め
ろ
！
』
だ
け
で
何
も
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
悩
み
体
調
も
崩

し
た
。
そ
の
と
き
国
労
の
方
が
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

た
こ
と
、
ま
た
何
に
で
も
誘
っ
て
く
れ
た
。
い
ろ
い

ろ
悩
み
、
退
職
ま
で
考
え
た
が
、
五
年
目
を
迎
え
る

宇
都
宮
駅
東
口
近
く
の
居
酒
屋
で
、
毎
年
恒
例

の
宇
都
宮
新
幹
線
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
分
会
旗
開

き
を
開
催
し
た
。
昨
年
は
転
勤
者
の
歓
迎
会
を
兼

ね
て
開
催
さ
れ
た
が
、
今
年
は
国
労
復
帰
者
を
迎

右
か
ら
二
人
目
が
飯
島
さ
ん

後
列
中
央
が
彦
田
さ
ん
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二
月
八
日
夜
、「
働

く
仲
間
の
み
な
と
九

条
の
会
」
結
成
総
会

が
、
芝
弥
生
会
館
に

て
港
区
内
四
七
団
体

一
七
〇
名
の
参
加
の

も
と
で
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
の
〇
五
春
闘

時
か
ら
、
働
く
者
の

立
場
で
憲
法
九
条
を

守
る
運
動
を
作
ろ
う

と
い
う
機
運
が
高
ま

り
、
国
労
品
川
地
区

協
・
千
葉
議
長
、
港

春
闘
共
闘
・
川
崎
議

長
、
東
京
土
建
港
支

部
林
委
員
長
の
三
氏

が
港
区
内
の
労
働
組

大
井
工
場
支
部
の
国
労
組
合
員
は
、
今
年
度
四
四

名
が
昇
進
試
験
を
受
験
。

結
果
は
主
任
職
三
名
、
指
導
職
一
名
、
五
等
級
一

名
の
五
名
が
合
格
し
た
。
け
っ
し
て
充
分
な
結
果
と

は
言
え
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
合
格
者
ゼ
ロ
、

良
く
て
も
一
名
な
い
し
二
名
程
度
だ
っ
た
事
か
ら
み

れ
ば
大
き
な
変
化
。

二
月
一
日
合
格
者
に
科
長
か
ら
発
令
通
知
が
渡
さ

れ
、
事
務
所
に
い
た
東
労
組
所
属
の
組
持
ち
主
任

（
班
長
を
含
め
て
担
当
す
る
各
社
員
の
能
力
や
知
識

等
を
日
常
的
に
把
握
し
て
い
る
）
た
ち
が
大
き
く
拍

手
を
し
て
く
れ
た
。
冷
や
か
し
や
チ
ャ
カ
シ
で
は
な

く
、
心
底
祝
福
の
拍
手
。
ま
た
、
現
場
の
東
労
組
組

合
員
達
も
好
意
的
な
対
応
で
、
彼
ら
は
仕
事
を
通
じ

て
、
私
た
ち
国
労
組
合
員
の
働
き
ぶ
り
を
よ
く
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
表
現
。

国
労
ゆ
え
に
不
合
格
は
当
た
り
前
の
常
識
に
、
地

殻
変
動
が
起
き
て
い
る
。

支
部
と
分
会
は
、
こ
の
流
れ
を
確
か
な
も
の
に
す

る
た
め
、
今
年
の
昇
進
試
験
で
は
取
り
組
み
を
更
に

強
め
よ
う
と
意
思
統
一
を
行
っ
て
い
る
。

写
真
は
、
主
任
職
試
験
合
格
の
三
名
。

左
か
ら
部
品
科
・
北
条
芳
明
氏
（
五
七
歳
）、
部
品

科
・
佐
藤
盛
雄
氏
（
五
七
歳
）、
車
体
科
・
大
平
勉

氏
（
五
四
歳
）。

（
大
井
工
場
支
部
・
小
池
執
行
委
員
長
）

彦
田
さ
ん
は
「
安
全
と
労
働
条
件
を
守
る
の
は
国

労
し
か
な
い
」
と
加
入
の
決
意
を
述
べ
、
全
体
で
彦

田
さ
ん
の
発
言
を
確
認
し
た
後
、
坂
本
青
年
部
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、
ま
す
ま
す
の
組
織
拡
大
に
向

け
た
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

一
〇
〇
回
目
と
い
う
節
目
の
委
員
会
に
、
若
い
仲

間
の
加
入
の
報
告
が
さ
れ
、
ま
さ
に
記
念
と
な
る
委

員
会
と
な
っ
た
。

準
優
勝
　
山
崎
　
浩
　
中
　
央
　
東
京
工
事
事
務
所

第
三
位
　
相
沢
一
行
　
上
　
野
　
天
王
台
駅

【
大
回
転
Ａ
】

優
　
勝
　
古
川
修
一
　
宇
都
宮
　
宇
都
宮
信
号
Ｍ
Ｃ

準
優
勝
　
森
田
哲
男
　
上
　
野
　
上
野
幹
線
第
二
運

第
三
位
　
大
槻
彦
三
　
新
　
橋
　
大
久
保
駅

【
大
回
転
Ｂ
】

優
　
勝
　
橘
川
康
宏
　
横
　
浜
　
東
神
奈
川
電
車
区

準
優
勝
　
舟
山
　
博
　
新
　
橋
　
新
宿
駅

第
三
位
　
相
沢
一
行
　
上
　
野
　
天
王
台
駅

【
総
合
順
位
】

優
　
勝
　
橘
川
康
宏
　
横
　
浜
　
東
神
奈
川
電
車
区

準
優
勝
　
古
川
修
一
　
宇
都
宮
　
宇
都
宮
信
号
Ｍ
Ｃ

第
三
位
　
森
田
哲
男
　
上
　
野
　
上
野
幹
線
第
二
運

地
本
青
年
部
の
記
念
す
べ
き
第
一
〇
〇
回
定
期
委

員
会
が
、
二
月
二
五
日
開
催
さ
れ
た
。

柴
田
副
青
年
部
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
坂
本
青
年

部
長
挨
拶
を
受
け
、
地
本
笹
原
書
記
長
、
阿
部
婦
人

部
長
の
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

全
体
討
論
に
入
り
、
東
日
本
本
部
青
年
部
長
の
森

岡
さ
ん
、
八
王
子
か
ら
高
崎
に
配
転
さ
れ
四
年
目
に

入
っ
て
い
る
木
村
さ
ん
か
ら
も
職
場
報
告
を
受
け
た

後
、
四
日
前
に
国
労
に
加
入
し
た
彦
田
さ
ん
か
ら
国

労
に
加
入
し
た
経
過
が
話
さ
れ
た
。

合
・
民
主
団
体
に
賛
同
を
呼
び
か
け
、
労
働
組
合
・

民
主
団
体
の
代
表
な
ど
二
〇
名
に
よ
る
「
賛
同
人
ア

ピ
ー
ル
」
が
発
表
さ
れ
、
連
合
・
全
労
連
・
全
労
協

な
ど
港
区
内
の
多
く
の
労
働
組
合
か
ら
賛
同
が
寄
せ

ら
れ
る
も
と
で
結
成
総
会
に
至
っ
た
。

総
会
で
は
坂
本
弁
護
士
（
自

由
法
曹
団
団
長
）
か
ら
、「
労

働
者
と
憲
法
を
め
ぐ
る
せ
め
ぎ

あ
い
、
未
来
を
ど
う
切
り
開
く

か
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ

り
、
改
憲
の
た
め
の
国
民
投
票

法
案
が
今
国
会
に
提
出
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
緊
迫
し
た
情
勢

の
も
と
で
、
そ
れ
を
許
さ
な
い

反
撃
の
闘
い
が
全
国
に
拡
が

り
、
改
憲
を
許
さ
な
い
世
論
と

展
望
が
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
今
後
の
闘
い
で
労
働
者

と
労
働
組
合
の
役
割
が

い
か
に
重
要
で
あ
る
か

が
強
調
さ
れ
た
。

連
帯
あ
い
さ
つ
で
は

「
み
な
と
九
条
の
会
」

「
全
日
本
海
員
組
合
」

「
民
放
労
連
」
に
続
き

国
労
新
橋
支
部
・
山
田

委
員
長
が
「
憲
法
改
悪

阻
止
と
一
〇
四
七
名
不

採
用
事
件
の
闘
い
は
国

労
に
と
っ
て
一
体
の
闘

い
で
あ
り
、
全
力
を
尽

く
す
」
と
力
強
く
決
意

を
表
明
し
た
。

結
成
総
会
は
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
大
盛
況
の

う
ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。

委員会で握手する彦田さんと坂本青年部長

二
月
二
二
日
〜
二

三
日
、
恒
例
と
な
っ

た
第
二
六
回
地
本
ス

キ
ー
大
会
が
湯
沢
パ

ー
ク
ス
キ
ー
場
で
開

催
さ
れ
た
。
回
転
競

技
が
行
わ
れ
た
二
二

日
は
快
晴
に
恵
ま
れ

た
が
、
大
回
転
競
技

が
行
わ
れ
た
二
三
日

は
雨
が
降
る
悪
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
ス
キ

ー
場
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
や
ス
キ
ー
連
盟
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
入
れ
で
、
試

合
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
紙
面
を
お
借
り
し

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

さ
て
、
試
合
の
結
果
は
以
下
の
通
り
だ
が
、
次
回

に
向
け
て
、
ま
す
ま
す
多
く
の
組
合
員
・
家
族
・
Ｏ

Ｂ
の
参
加
を
要
請
す
る
。
今
大
会
の
特
筆
す
べ
き
事

柄
は
Ｏ
Ｂ
の
内
田
さ
ん
が
回
転
で
三
位
、
大
回
転
で

四
位
、
総
合
で
も
四
位
に
入
っ
た
こ
と
だ
。

【
回
転
Ａ
】

優
　
勝
　
古
川
修
一
　
宇
都
宮
　
宇
都
宮
信
号
Ｍ
Ｃ

準
優
勝
　
森
田
哲
男
　
上
　
野
　
上
野
幹
線
第
二
運

第
三
位
　
内
田
亨
一
　
新
　
橋
　
池
袋
運
転
区
Ｏ
Ｂ

【
回
転
Ｂ
】

優
　
勝
　
橘
川
康
宏
　
横
　
浜
　
東
神
奈
川
電
車
区


